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歴　史　学　会

名
古
屋
大
金
へ
の
お
誘
い

大

　

平

　

政

　

子

け
る
事
九
年
、
地
道
な
活
動
が
続
け
ら

れ
、
愛
知
県
で
の
活
動
の
基
盤
を
作
っ

て
い
く
事
に
な
り
ま
す
。
保
健
婦
活
動

は
激
動
の
社
会
の
中
で
必
然
的
に
需
要

を
増
し
た
看
護
婦
と
異
な
り
、
は
な
や

か
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
う
い
っ
た

事
柄
を
一
つ
ひ
と
つ
確
認
し
て
い
く
事

も
歴
史
か
ら
学
ぶ
楽
し
さ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

看
護
史
発
掘
に
暑
さ
を
忘
れ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
！

多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

‡交通穏関案内区

・地下鉄

名城線、市役所で下車

・市バス・名鉄バス

市役所で下車

・名鉄瀬戸線　寸手幸手名鉄瀬戸線、東大手駅（明和高校西門）下車

私
達
が
生
き
て
い
る
一
年
一
年
が
次

の
世
代
の
歴
史
を
か
た
ど
っ
て
い
き
ま

す
。日

本
看
護
歴
史
学
会
も
第
五
回
大
会

を
迎
え
る
事
に
な
り
、
名
古
屋
で
そ
の

一
足
跡
を
つ
け
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
「
保
健
婦
規
則
」
制
定
5

0
年

記
念
大
会
に
ふ
さ
わ
し
い
企
画
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。

講
演
会
で
は
、
お
二
人
の
先
生
か
ら

保
健
婦
活
動
に
関
す
る
興
味
深
い
お
話

が
伺
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

又
、
研
究
発
表
、
分
科
会
活
動
で
は

そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
か
ら
の
新
し
い
発
見

や
学
習
成
果
の
発
表
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

歴
史
は
時
代
を
と
り
ま
く
大
き
な
環

境
の
中
で
、
個
人
で
は
動
か
し
が
た
い

雑
多
な
条
件
の
も
と
で
の
出
来
事
が
、

積
み
重
な
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
考
え
る
と
、
私
達
人
間
の
人
生
に

よ
く
似
て
い
ま
す
。
会
報
第
九
号
、
巻

頭
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
半
世
紀
に
亘
る

保
健
婦
活
動
も
時
代
の
条
件
の
中
で
、

大
小
様
々
な
事
実
の
積
み
重
ね
を
行
な

っ
て
き
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
こ
で
愛
知
県
の
保
健
婦
活
動
を
ひ

も
と
い
て
み
ま
す
と
、
昭
和
七
年
に
岡

崎
市
小
児
保
健
所
が
設
立
さ
れ
る
と
同

時
に
、
「
保
健
婦
」
　
の
名
称
で
始
め
て

採
用
さ
れ
、
乳
幼
児
健
康
相
談
、
育
児

指
導
、
家
庭
訪
問
と
い
っ
た
活
動
が
行

な
わ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
一
六
年
に
先
が

国立名古屋病院への案内図

至大曾根
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日
本
看
護
歴
史
学
会
第
五
回
大
会
開
催
の
お
し
ら
せ

．
ぶ
．
…
・
…
…
．

第
五
回
大
会
開
催
に
つ
い
て

会
場
国
立
名
古
屋
病
院
管
理
棟
五
階

講
堂
と
会
議
室

名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
四
－
一
1
一

（
〇
五
二
－
九
五
一
－
二
二
代
）

※
前
貢
会
場
案
内
図
参
照

期
日
八
月
二
四
・
二
五
日
（
土
・
目
）

参
加
費
四
千
円
（
両
目
有
効
）

第
一
日
日
（
八
月
二
四
日
・
土
）

12
時
開
場
・
受
付
開
始

13
時
～
1
4
時
3
0
分
講
演

「
保
健
婦
誕
生
に
か
か
わ
っ
て
仮
」

元
大
阪
大
学
公
衆
衛
生
学
教
授

丸
山
博
氏

司
会
亀
山
美
知
子

1
5
時
～
16
時
研
究
発
表

「
病
院
建
築
史
か
ら
み
た
病
棟
部
に
お

け
る
看
護
環
境
の
推
移
－
病
棟
平

面
図
の
歴
史
的
変
遷
か
ら
み
た
考
察
」

川
口
孝
泰

「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
最
初
の
看
護
婦

学
校
に
つ
い
て
の
論
争
」

依
田
和
美
岡
山
寧
子

司
会
山
田
童
子

16
時
～
H
時
総
会

18
時
～
2
0
時
懇
親
会

第
二
日
目
（
八
月
二
五
日
・
日
）

1
0
時
～
12
時
分
科
会

13
時
～
1
4
時
分
科
会
活
動
報
告

14
時
3
0
分
～
1
6
時
講
演

「
聖
路
加
の
公
衆
衛
生
看
護
活
動
の

あ
ゆ
み
仮
」

元
聖
路
加
看
護
大
学
教
授

前
田
ア
ヤ
氏

司
会
渡
部
尚
子

◆
今
回
の
大
会
に
参
加
さ
れ
る
方
は
、

会
場
整
理
の
都
合
上
、
懇
親
会
参
加

の
有
無
、
分
科
会
の
テ
ー
マ
、
二
日

目
の
食
事
の
有
無
（
実
費
七
百
円
）

な
ど
に
つ
い
て
、
ハ
ガ
キ
で
事
務
局

へ
御
連
絡
下
さ
い
。

◆
今
回
の
大
会
の
準
備
に
は
、
会
員
の

山
田
童
子
氏
、
長
川
ト
ミ
ヱ
氏
、
大

平
政
子
氏
が
御
協
力
下
さ
っ
て
い
ま

す
。
会
場
お
よ
び
開
催
の
具
体
的
な

問
い
合
わ
け
は
、
長
川
ト
ミ
ヱ
氏

（
国
立
名
古
屋
助
産
婦
学
校
）
か
、

愛
知
県
立
看
護
短
大
大
平
政
子
氏

（
0
52
－
7
36
－
品
〇
一
）
へ
ど
う
ぞ
。

大
会
二
日
目
午
前
に
予
定
さ
れ
て
い

る
分
科
会
は
次
の
通
り
で
す
。
口
角
泡

を
飛
ば
す
よ
う
な
盛
り
上
り
の
あ
る
会

に
し
て
下
さ
い
。
　
　
　
　
（
渡
部
）

1
　
文
学
・
映
像
に
み
る
看
護五

十
嵐
節
氏

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
小
説

『
マ
ー
テ
ィ
ン
・
チ
ャ
ズ
ル
ウ
ィ
ッ
ト
』

が
十
九
世
紀
英
国
に
お
け
る
看
護
婦
の

社
会
的
評
価
に
及
ぼ
し
た
影
響

2
　
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

「
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
我
が
国
へ
の

受
容
」

上
岡
澄
子
・
吉
川
龍
子
氏

近
代
に
な
っ
て
外
国
婦
人
の
代
表
と

し
て
紹
介
さ
れ
た
F
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー

ル
が
、
日
本
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
な

形
で
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
歴
史
・
社
会
・
文
化
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
の
視
点
か
ら
そ
れ
を
追
求
し
て
い

き
た
い
。

3
　
助
産
・
助
産
婦
の
歴
史

「
助
産
婦
の
職
業
確
立
と
教
育
」

佐
山
光
子
・
安
部
京
子
・

渡
部
尚
子
氏

私
達
は
歴
史
的
視
座
か
ら
助
産
婦
の

職
業
確
立
過
程
を
明
か
に
し
、
同
時
に

多
面
的
な
分
析
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
か
ら
の
看
護
や
助
産
婦
職
の
役
割

・
機
能
に
対
す
る
方
向
性
を
兄
い
だ
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
取
り
組
み
と

し
て
、
ま
ず
埼
玉
県
に
残
存
す
る
行
政

文
書
を
も
と
に
明
治
期
の
産
婆
の
動
向

や
教
育
状
況
、
出
産
を
め
ぐ
る
医
療
状

況
や
社
会
背
景
を
分
析
し
、
看
護
職
の

職
業
（
地
位
）
確
立
に
か
か
わ
る
要
因

を
探
っ
て
き
ま
し
た
。

研
究
方
法
や
史
料
等
、
大
い
に
情
報

交
換
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

4
　
近
代
看
護
史

「
千
葉
県
に
お
け
る
明
治
期
の
病
院

看
護
」

鵜
沢
陽
子
氏

千
葉
大
学
医
学
部
付
属
病
院
の
前
身

で
あ
る
明
治
七
年
開
設
の
共
立
病
院
時

代
か
ら
の
看
護
の
変
遷
を
、
院
内
諸
規

程
・
諸
心
得
か
ら
推
定
し
、
あ
わ
せ
て

同
時
代
に
お
け
る
他
施
設
と
の
比
較
検

討
を
試
み
た
い
。
今
回
は
資
料
の
検
索

状
況
に
つ
い
て
述
べ
、
で
き
れ
ば
他
府

県
、
他
施
設
の
看
護
史
編
纂
上
の
資
料

検
索
状
況
等
に
つ
い
て
意
見
交
流
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

5
　
現
代
史
・
看
護
教
育
史

山
崎
雅
代
氏

戦
争
と
看
護
を
ど
う
教
え
る
か
？

2
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代
表
幹
事
亀
山
美
知
子

昨
年
度
、
本
会
は
「
研
究
者
と
し
て

の
資
質
の
向
上
、
研
究
的
態
度
の
育
成

に
努
め
る
」
　
の
二
点
を
活
動
方
針
と
し

て
採
択
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
、
あ
ま

り
に
基
本
的
に
す
ぎ
る
方
針
を
打
ち
出

し
た
背
景
に
は
、
ま
だ
ま
だ
研
究
一
般

に
対
す
る
姿
勢
と
と
も
に
、
歴
史
研
究

そ
の
も
の
に
対
す
る
共
通
理
解
が
感
じ

ら
れ
な
か
っ
た
、
と
い
う
強
い
印
象
が

あ
っ
た
か
ら
に
は
か
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
は
、
分
科
会
活
動
報
誓
、

研
究
発
表
、
誌
上
発
表
の
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
歴
史
研

究
に
限
ら
ず
、
何
の
分
野
で
も
研
究
史

を
把
握
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

で
す
し
、
出
来
る
か
ぎ
り
蓋
然
性
の
あ

る
原
史
料
を
探
し
出
す
こ
と
、
そ
の
た

め
に
は
、
よ
り
多
く
の
時
間
と
労
力
が

費
や
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
誰
し
も
が
集

大
成
で
き
る
ほ
ど
の
研
究
を
も
の
す
る

こ
と
を
求
め
て
い
る
の
で
は
な
く
、
日

的
意
識
・
問
題
意
識
が
明
瞭
に
う
か
が

え
る
だ
け
の
、
説
得
力
の
あ
る
も
の
を

期
待
し
て
い
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

今
年
の
大
会
で
も
、
研
究
方
法
・
形

式
に
の
み
こ
だ
わ
り
、
最
重
要
課
題
が

十
分
展
開
さ
れ
て
い
な
い
発
表
や
、
テ

ー
マ
に
対
す
る
焦
点
の
絞
り
方
の
暖
味

な
も
の
が
見
受
け
ら
れ
た
の
は
、
大
変

残
念
な
こ
と
で
し
た
。

従
っ
て
、
今
年
度
も
ま
た
昨
年
の
方

針
を
受
け
継
ぎ
「
研
究
の
質
の
向
上
」

を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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す
で
に
第
五
回
大
会
を
成
功
さ
せ
る

た
め
の
取
組
み
に
入
っ
た
段
階
で
す
が
、

昨
年
の
大
会
の
経
過
報
告
を
概
略
で
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

記
念
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い

て
は
、
学
会
誌
を
参
考
に
し
て
頂
く
こ

と
に
し
て
省
略
い
た
し
ま
す
。

〈収入〉

大会参加費　（60人）180，000
懇親会参加費（27人）　81，000
本会総会費　　　　　　50，000
繰越金　　　　　　126，391

合　　計　　　　437，391

〈支出〉

講師謝金・車代　　　140，000
会議費（シンポジウム打合わせ等）

17，124

14，721

24，000

15，000

9，500

12，913

66，330

接待費・昼食代

賃金（アルバイト料）

会場使用料

印刷・コピー代

事務・通信・雑費
懇親会

計　　　　299，588合

〈差引残高〉437，391－299，588＝137，803（次年度大会費用へ繰越）

分
科
会
報
告

分
科
会
担
当
　
渡
部
　
尚
子

第
四
回
大
会
で
は
、
計
七
分
科
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
各
分
科
会
の
内
容
は

次
の
通
り
で
す
。

一
、
文
学
・
映
像
に
み
る
看
護
、
参
加

者
五
名
、
高
田
節
子
氏
の
「
『
讃
岐
典

侍
日
記
』
に
お
け
る
看
護
」
の
報
告
後
、

同
日
記
に
み
る
看
護
内
容
、
看
護
記
録

と
し
て
の
資
料
価
値
等
意
見
交
換
。
今

後
の
研
究
対
象
資
料
・
古
事
記
、
光
明

皇
后
時
代
・
キ
リ
ス
ト
教
伝
来
時
代
の

記
録
、
現
代
の
看
病
記
等
。

二
、
看
護
教
育
史
　
参
加
者
四
名
。
山

崎
雅
代
氏
の
、
看
護
史
授
業
の
実
践
報

告
の
後
、
看
護
史
の
教
授
法
、
看
護
史

の
位
置
づ
け
等
討
議
。
今
後
の
研
究
課

題
－
看
護
学
校
史
、
看
護
史
授
業
の
教

材
研
究
、
看
護
史
授
業
の
実
態
調
査
。

三
、
G
H
Q
と
看
護
　
参
加
者
九
名
。

山
本
捷
子
氏
よ
り
、
一
次
及
び
二
次
資

料
を
も
と
に
戦
後
G
H
Q
の
再
教
育
に

つ
い
て
報
告
。
報
告
後
、
資
料
探
索
、

資
料
解
釈
に
つ
い
て
討
議
、
今
後
の
研

究
課
題
－
第
二
次
大
戟
直
後
の
米
国
の

看
護
教
育
、
G
H
Q
の
看
護
教
育
の
意

図
、
看
護
改
革
に
よ
る
行
政
・
臨
床
の

変
化
、
戦
前
教
育
と
の
比
較
、
戦
後
看

護
教
科
書
の
調
査
。

四
、
病
院
史
・
臨
床
看
護
史
（
合
同
分

科
会
）
　
参
加
者
十
一
名
。
山
口
孝
泰

氏
は
、
修
道
院
史
の
視
座
か
ら
病
院
建

築
・
病
院
看
護
の
発
生
・
変
遷
を
考
察

し
、
両
者
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
論
じ
た
。

臨
床
看
護
史
の
中
林
照
子
氏
は
、
文
献

研
究
を
中
心
と
し
た
「
枕
の
歴
史
」
に

つ
い
て
報
告
。
今
後
の
研
究
方
針
－
病

院
史
は
、
宗
教
改
革
・
ル
ネ
サ
ン
ス
か

ら
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
時
代
迄
の
病
院
建

築
と
そ
の
看
護
、
臨
床
看
護
史
は
、
書

籍
以
外
の
資
料
（
メ
デ
ィ
ア
）
　
に
み
る

枕
の
歴
史
を
個
々
深
め
る
予
定
。

五
、
助
産
史
　
参
加
者
六
名
。
佐
山
光

子
氏
の
、
職
業
確
立
過
程
に
あ
る
明
治

期
、
産
婆
の
実
態
に
つ
い
て
の
報
告
後
、

資
料
探
索
、
収
集
を
め
ぐ
っ
て
意
見
交

換
、
今
後
の
研
究
課
題
－
看
護
史
と
の

関
わ
り
を
含
め
た
観
点
か
ら
の
考
察

六
、
各
国
史
　
参
加
者
三
名
。
ア
ン
ジ

ェ
ラ
・
タ
ミ
コ
多
原
氏
よ
り
、
ブ
ラ
ジ

ル
の
看
護
史
の
報
告
。
十
八
世
紀
か
ら

一
九
五
〇
年
代
迄
を
四
期
に
わ
け
、
各

3
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時
代
を
五
つ
の
視
点
で
考
察
す
る
こ
と

に
よ
り
そ
の
時
代
の
看
護
の
特
徴
を
論

じ
る
。
そ
の
他
、
現
在
の
ブ
ラ
ジ
ル
の

看
護
状
況
に
つ
い
て
も
説
明
あ
り

七
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
と
看
護
　
参
加

者
四
名
。
測
井
責
‥
美
子
氏
の
「
有
島
武

郎
と
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
関
係
」
　
「
明

治
期
、
聖
ト
マ
ス
右
護
学
校
の
日
本
人

留
学
生
」
　
の
報
告
後
、
資
料
検
討
。
今

後
は
、
資
料
探
索
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

学
校
の
日
本
人
留
学
圧
、
地
方
に
お
け

る
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
影
響
、
既
存
質

料
の
読
み
取
り
を
各
自
進
め
る
。

各
分
科
会
は
か
な
り
呉
体
的
な
研
究

方
針
、
課
題
を
だ
し
ま
し
た
。

第
五
回
大
会
で
は
、
こ
の
昨
年
の
成

果
を
ふ
ま
え
て
、
尖
り
あ
る
研
究
発
表

話
題
提
供
に
し
た
い
も
の
で
す
。

㊥
㊥
㊥
㊥

分
科
会
各
国
史
に
参
加
し
て

ア
ン
ジ
エ
ラ
・
多
原
、
佐
藤
・
民
子

氏
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
の
看
護
教
育
制
度
の

発
展
の
経
緯
と
バ
イ
ア
州
の
大
学
病
院

の
活
動
に
つ
い
て
、
お
話
を
う
か
が
い

ま
し
た
。
以
下
に
要
約
し
ま
し
た
。

発
展
し
て
い
く
看
護
を
す
る
に
は
歴

史
が
必
要
で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、

歴
史
的
見
地
に
立
っ
て
看
護
の
必
要
性

を
見
直
し
て
来
た
。

一
五
〇
〇
年
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
イ
ン
デ
ィ

ア
ン
し
か
い
な
か
っ
た
。
…
中
略
…

ブ
ラ
ジ
ル
の
歴
史
的
看
護
の
プ
ロ
セ
ス

を
辿
っ
て
く
る
と
あ
る
と
き
二
九
二

〇
年
）
既
に
看
護
の
高
度
能
力
を
持
つ

看
護
管
理
者
の
必
要
性
が
明
か
に
な
っ

て
い
た
。
そ
し
て
、
一
九
三
七
年
に
は

看
護
婦
の
養
成
は
大
学
に
な
り
、
現
在

は
八
一
校
の
看
護
の
大
学
が
あ
る
。
総

合
病
院
が
で
き
、
そ
こ
で
必
要
と
な
っ

た
の
が
病
院
経
営
と
入
院
患
者
看
護
の

達
成
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
患
者

の
ケ
ア
を
す
る
た
め
の
経
営
学
的
知
識

を
必
要
と
し
看
護
大
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
看
護
経
営
学
を
誕
生
さ
せ
た
。
（
看

護
管
理
学
と
は
言
わ
な
い
、
支
配
す
る

の
で
は
な
い
か
ら
、
あ
く
ま
で
患
者
ケ

ア
の
た
め
の
経
営
学
と
強
調
さ
れ
た
）

現
在
二
七
〇
時
間
を
設
け
て
い
る
。

大
学
は
臨
床
も
教
育
も
で
き
る
チ
ー
フ

ナ
ー
ス
を
つ
く
る
の
が
目
的
で
、
机
上

の
空
論
を
い
う
看
護
婦
を
つ
く
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
。
患
者
の
ベ
ッ
ド
サ
イ

ド
に
行
く
看
護
婦
を
つ
く
る
の
で
あ
る

借
り
物
の
理
論
で
看
護
を
や
る
人
も
い

る
が
、
自
分
の
も
の
に
な
っ
て
い
な
い

看
護
が
相
手
に
通
じ
る
筈
が
な
い
。
歴

史
の
教
訓
に
根
ざ
し
た
看
護
を
〝
す
な

わ
ち
″
自
分
の
納
得
の
い
く
看
護
を
し

な
い
で
、
ど
う
し
て
人
が
看
護
を
み
と

め
よ
う
か
。
こ
の
考
え
の
も
と
で
、
大

学
の
教
員
と
病
院
の
婦
長
は
二
年
毎
に

交
代
を
す
る
制
度
に
な
っ
て
い
る
。

（
看
護
婦
の
も
と
で
働
く
の
は
テ
ク
ニ

ク
高
校
の
卒
業
者
と
准
看
護
婦
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
）
　
ア
ン
ジ
エ
ラ
さ

ん
は
ま
た
、
「
経
営
学
の
知
識
が
な
か

っ
た
ら
看
護
の
将
来
・
未
来
の
た
め
、

確
か
な
基
礎
は
つ
く
っ
て
ゆ
け
な
い
。

だ
か
ら
私
た
ち
は
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。
」
と
語
っ
て
ら
れ
た
の
が

印
象
的
で
し
た
。
　
＼

学
会
初
参
加

「
苧
二
㌢
章
一

看
護
職
を
選
ん
で
十
年
程
に
な
り
ま

す
。
私
の
今
後
の
課
題
、
社
会
的
使
命

の
果
た
し
方
を
考
え
ま
す
と
、
自
分
の

位
置
づ
け
を
知
る
た
め
に
改
め
て
看
護

の
歴
史
を
学
ぶ
必
要
性
を
感
じ
、
こ
の

学
会
に
関
心
を
も
ち
参
加
し
ま
し
た
。

寺
崎
先
生
の
講
演
で
は
、
御
自
身
の

歴
史
研
究
の
出
会
い
が
、
自
分
を
確
か

め
る
た
め
に
、
と
話
さ
れ
、
私
に
と
っ

て
歴
史
研
究
が
身
近
に
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
寺
崎
先
生
を
は
じ
め
、
シ
ン

ポ
ジ
ス
ト
の
各
氏
は
長
年
の
研
究
プ
ロ

セ
ス
か
ら
具
体
的
な
内
容
を
示
さ
れ
、

歴
史
研
究
の
方
法
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

研
究
報
告
者
、
分
科
会
の
話
題
提
供

者
ら
が
使
っ
て
い
る
文
献
・
資
料
の
多

さ
、
熱
心
な
姿
勢
に
は
驚
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
意
見
交
換
の
学
ぶ
場
に
入

り
、
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
は
発
想
を
広
げ

て
い
く
と
感
じ
ま
し
た
。

最
後
に
、
私
が
思
う
こ
の
学
会
の
良

さ
は
、
先
生
と
呼
び
合
わ
な
い
よ
う
に

し
て
い
る
点
で
す
。
今
後
も
横
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
た
、
魅
力
あ
る
活
動

が
続
け
ら
れ
る
学
会
に
、
成
長
し
て
い

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

◆
　
看
護
史
一
口
メ
モ

明
治
期
に
海
外
留
学
し
た
看
護
婦
た

ち
は
多
い
が
、
そ
の
中
に
は
明
治
女
学

校
を
卒
業
し
た
後
、
看
護
教
育
を
志
し
、

明
治
二
九
年
に
シ
カ
ゴ
の
バ
プ
テ
ス
ト

病
院
に
勤
め
た
坂
木
な
つ
子
の
名
前
が

あ
る
（
『
女
学
雑
誌
』
第
四
二
〇
号
）
。

希
望
に
燃
え
て
帰
国
し
た
は
ず
の
坂
木

は
、
明
治
女
学
校
の
経
営
不
振
の
犠
牲

者
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。
経

済
的
に
は
心
配
の
な
い
坂
木
は
、
恩
師

青
柳
有
美
に
頼
り
き
り
、
青
柳
の
関
係

す
る
宝
塚
歌
劇
場
に
近
い
大
阪
に
移
り

住
ん
だ
が
、
人
生
の
挫
折
感
に
苦
し
み

続
け
た
彼
女
は
、
つ
い
に
絵
死
を
遂
げ

た
と
い
う
。
（
相
馬
黒
光
『
黙
移
』
九

五
～
九
九
貢
）

4
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i
一
て
■
t
【
一
■
■
J
t
【
■
■
，
、
l
t
一
－
て
一
■
■
■
ゝ
■
【
一
一
I
r
、
童
r
書
．
l
r
童
，
一

参
加
者
の
声
・
提
言

一
l
一
一
て
■
■
■
■
・
一
－
1
1
－
r
■
■
【
■
■
，
i
r
i
T
i
，
童
，
毒
l
l
l
r
一

講
演
は
大
変
楽
し
く
有
意
義
で
し
た

看
護
実
践
研
究
の
総
合
性
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
発
表

は
内
容
的
に
は
意
味
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
、
抄
録
な
し
の
発
表
で
聞
き
に
く

く
、
発
表
者
の
自
己
満
足
？
に
終
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
新
し
い
学
会
で

す
か
ら
も
っ
と
発
表
形
式
も
工
夫
を
こ

ら
し
て
ほ
し
い
。
聞
き
手
は
聞
き
に
き

て
い
る
の
で
す
。
原
稿
の
棒
よ
み
は
や

め
た
方
が
い
い
。
（
会
員
）

資
料
の
保
存
、
足
跡
を
の
こ
す
こ
と

の
大
切
さ
を
知
っ
た
。
学
問
と
し
て
の

研
究
と
は
何
か
を
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
只
、
歴
史
が
好
き
だ
に
留
ら
ず

調
査
を
す
る
こ
と
の
意
義
が
理
解
で
き

た
。
（
会
員
）

部
会
が
や
が
て
必
要
と
な
り
、
成
立

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
時
に
は
、
各

個
人
の
テ
ー
マ
に
あ
わ
せ
て
深
い
探
究

が
で
き
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
又
、

学
会
と
し
て
の
業
績
も
進
む
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
し
た
。
会
の
各
師
の
テ

ー
マ
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ド
案
内
な
ど
が

で
き
ま
し
た
ら
、
私
の
よ
う
な
若
輩
に

は
、
と
て
も
学
習
の
役
に
立
つ
の
で
す

が
。
（
非
会
員
）

歴
史
研
究
を
す
る
個
々
の
人
々
の
思

い
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
　
（
非
会
員
）

分
科
会
で
頂
い
た
資
料
は
、
貴
重
な

も
の
で
し
た
。
私
自
身
ま
だ
テ
ー
マ
を

し
ぼ
っ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
何
か
テ

ー
マ
を
み
つ
け
て
や
っ
て
い
く
こ
の
が

で
き
た
ら
と
、
思
っ
て
い
ま
す
。
（
非

会
員
）

「
日
本
看
護
歴
史
学
会
学
会
誌
五
号
の

原
稿
募
集
」

左
記
の
投
稿
規
程
に
従
っ
て
原
稿
募

集
を
い
た
し
ま
す
。
学
会
誌
の
充
実
を

は
か
る
た
め
、
日
頃
の
研
究
成
果
を
投

稿
下
さ
い
。

「
日
本
看
護
歴
史
学
会
誌
投
稿
規
程
」

一
、
論
文
原
稿
は
未
発
表
の
も
の
に
限

る
。

二
、
原
稿
用
紙
は
原
則
と
し
て
B
5
判

四
〇
〇
字
詰
縦
書
き
を
用
い
る
。

三
、
編
集
委
員
会
に
お
い
て
、
特
に
枚

数
を
指
定
す
る
も
の
以
外
の
論
文

原
稿
は
、
原
稿
用
紙
五
〇
枚
以
内

と
す
る
。
図
版
・
写
真
な
ど
は
一

葉
を
原
稿
用
紙
一
枚
分
と
み
な
す
。

四
、
論
文
原
稿
に
は
必
ず
原
稿
用
紙
一

な
い
し
二
枚
の
要
約
を
添
付
す
る
。

五
、
原
稿
に
は
表
紙
を
付
し
、
表
題
、

英
文
表
題
、
著
者
名
、
所
属
機
関

名
、
連
絡
先
を
表
記
し
、
編
集
委

員
会
事
務
局
宛
に
送
付
す
る
。

六
、
特
に
、
編
集
委
員
会
が
必
要
と
認

め
る
場
合
に
、
掲
載
料
を
徴
収
す

る
こ
と
が
あ
る
。

「
日
本
看
護
歴
史
学
会
機
関
誌
編
集
規

程
」

一
、
機
関
誌
の
名
称
は
「
日
本
看
護
歴

史
学
会
誌
」
と
す
る
。

二
、
本
誌
は
日
本
看
護
歴
史
学
会
の
機

関
誌
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
年
一

回
発
行
す
る
。

三
、
本
誌
は
本
学
全
会
員
の
研
究
論
文
、

書
評
、
お
よ
び
学
会
柔
報
等
、
看

護
歴
史
に
関
連
す
る
記
事
を
掲
載

す
る
。

四
、
原
稿
の
掲
載
は
編
集
委
員
会
の
審

議
を
経
て
決
定
す
る
。

五
、
掲
載
予
定
の
原
稿
に
つ
い
て
は
、

査
読
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

六
、
執
筆
者
に
よ
る
校
正
は
再
校
ま
で

と
す
る
。
そ
の
際
の
本
文
の
内
容

に
関
す
る
修
正
は
原
則
と
し
て
認

め
な
い
。
但
し
、
編
集
委
員
会
の

判
断
に
よ
り
補
遺
を
認
め
る
こ
と

が
あ
る
。

七
、
掲
載
記
事
の
抜
刷
作
成
に
か
か
る

費
用
は
執
筆
者
の
負
担
と
す
る
。

八
、
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
研
究
論
文
そ

の
他
の
原
稿
は
、
原
則
と
し
て
返

還
し
な
い
。
ま
た
、
掲
載
さ
れ
た

記
事
の
版
権
の
一
切
は
本
会
の
所

属
と
す
る
。

九
、
本
誌
の
体
裁
は
A
5
判
と
し
、
原

則
と
し
て
縦
書
き
二
段
組
み
と
す
る
。

編
集
委
員
会
事
務
局

東
京
都
新
宿
区
信
濃
町
三
五

慶
応
義
塾
看
護
短
期
大
学
内

藤
村
　
龍
子

掲
載
原
稿
の
〆
切
日
　
毎
年
十
二
月

二
十
日

病
め
る
人
々
へ
の
テ
ス
タ
メ
ン
ト

I
I
L
か
ん
に
逝
っ
．
た
看
護
婦

洲
脇
　
絢
子
著

四
」
ハ
判
／
定
価
一
四
〇
〇
円

本
会
幹
事
で
あ
っ
た
洲
脇
絢
子
氏
の
遺

稿
集

が
ん
　
ー
　
こ
の
言
葉
ほ
ど
重
苦
し
い
も

の
は
な
い
。
だ
が
、
そ
の
　
「
が
ん
」
　
を
正

面
か
ら
見
つ
め
、
気
負
う
こ
と
な
く
自
分

の
人
生
の
貴
重
な
体
験
と
し
て
受
け
入
れ

た
看
護
婦
が
い
る
。
洲
協
絢
子
さ
ん
は
、

自
分
史
の
中
で
　
「
が
ん
」
　
に
対
す
る
考
え

方
を
、
同
病
の
人
々
へ
、
そ
し
て
仲
間
で

あ
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護
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。
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さ
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。
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保
健
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0
年
記
念
テ
レ
カ

前
号
で
予
告
し
た
と
お
り
、
本
年
が

保
健
婦
制
度
五
〇
年
に
あ
た
る
こ
と
を

記
念
し
て
、
本
会
で
は
記
念
テ
レ
カ

（
八
百
円
）
を
発
売
い
た
し
ま
す
。
お

問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
へ
ハ
ガ
キ
で
。

（
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五
回
大
会
会
場
で
も
販
売
予
定
）

編
　
集
　
後
　
記

五
十
嵐
和
代

74
い
わ
き
市
錦
町
鳥
居

9

西
6

0
－
6

中
林
照
子
5

4
東
京
都
世
田
谷
区
新
町

ニ
ー
3
1
－
8

河
本
令
子
8
5

2
長
崎
市
坂
本
町
七
⊥

長
崎
大
学
医
療
短
大

ち
ょ
っ
と
ば
か
り
、
シ
ャ
ツ
ク
リ
を

し
て
（
？
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滞
っ
た
の
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す
。
約
一
年

前
の
第
四
回
大
会
で
の
感
想
文
や
提
言

も
歴
史
の
一
つ
だ
と
全
て
、
こ
う
し
て

残
す
こ
と
が
で
き
う
れ
し
く
思
い
ま
す

名
古
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で
お
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い
す
る
こ
と
を
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の
し

み
に
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